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2011/1/29 品川 小児 CML WG との合同打ち合わせ 

  以降は適宜メールで意見交換 

ＣＭＬＷＧは小児・成人と分かれていますが、話し合いの結果、TRUMP 追加項目の申請等は共同で提出

する方向で意見がまとまりました。また追加項目を要する再発部分は少なくとも共同で解析しようという方

向で話が進み、下記の形で再構成して概要書を提出し直すことになりました。  

こうした背景には ＣＭＬの特殊性、すなわち長期にわたる移植前観察期間(小児期発症でも成人で移植な

ど)、移植後のレスキュー（TKI や DCI 等による）が長期にわたり可能な状況があり、データとしては共有して

検討しながら論文化した方がより Productive ではないかという考えからです。 

 

1)一度提出した成人・小児 WG からの概要書を一旦取り下げ、新たに、成人・小児 WG のメンバー連名で、

包括的研究の概要書を提出する。 

2)20 歳以上のソース別のサブ解析を成人 WG で担当 

3)成人・小児を対象とした移植後再発の解析を小児 WG で担当 

4)これら以外は、共同で議論し必要に応じて小児・成人部分を切り分ける。 

 


